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2-3 維持管理の課題と課題解決に向けた取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）維持管理の課題 

① 財政力不足 

前回の⾧寿命化修繕計画では、策定後の近接目視点検の結果、想定以上に損傷が進

行している橋梁の数が多いことが判明し、早期措置としての事後保全に追われるため、

計画通りに予防保全による⾧寿命化が進捗しない状況が続いています。また、跨線橋

や跨道橋等にかかる事業費も想定より大きく、これらが財源を圧迫する一因ともなっ

ています。 

 

② 人員不足 

現在の職員配置では、 点検や軽微な補修すら 直営で対応することは 不可能であり、

点検診断から補修まで全て外部委託に依存せざるを得ない状況が続きました。 

技術 伝 承や 次 世代 の 担 い手 確 保の 観 点 か ら も 点検 や 軽微 な 補 修 を 直 営で 実 施 で き

る最低限の人員配置が急務です。 

 

③  技術力不足 

橋梁補修工事・新設工事は特殊であり、事例も少ないことから経験を有した技術系

職員が少なく、点検診断・設計監理・工事監理全ての分野で技術伝承が困難となって

います。 

 

（1）  維持管理の課題 

現在、周南市のインフラ維持管理では、全国の地方自治体で共通の課題に例外な

く「①財政力不足」・「②人員不足」・「③技術力不足」に加え、「④情報管理」の課

題を抱えています。 

（2）課題解決に向けた取組 

このように、予算・体制・技術が不足する与条件の中、補助・交付金制度の活用

や官学連携により予算・技術を補うと共に周南市の橋梁⾧寿命化修繕計画の推進に

必要な体制を構築するために、以下の取り組みを推進します。 

①  橋梁⾧寿命化を専門に取り扱う部署の新設 

②  技術者・技能者の育成（技術職員、設計業者・施工業者） 

③  新技術の活用 

④  情報の使用性向上と可視化 

⑤  産・官・学・民の連携による協働インフラメンテナンスの推進 

⑥  集約化・撤去の検討 
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④  情報管理 

これまでの周南市の橋梁における竣工・維持管理に関する図面や調査設計資料は紙

媒体が多く、維持管理の基礎資料として使用しづらい状況となっています。更に維持

管理履歴が不明な場合は、過去の維持管理を推察・仮定しながら調査設計する必要が

あり、大きなロスとなることがあります。 

また、事業進捗等、インフラ維持管理の現状を情報発信できていないため、インフ

ラメンテナンスへの投資や重要性が市民に伝わらず、メンテナンスサイクルが良好に

回らない現状にあります。 

 

このような諸課題の改善のために、今後、周南市では以下の取り組みを行っていき

ます。 

 

（2）課題解決に向けた取組 

①   橋梁⾧寿命化を専門に取り扱う部署の新設 

【橋りょう⾧寿命化推進室の新設】 

橋梁に特化した組織を新設することで、人員確保と技術伝承を図ります。 

【職員点検の導入】（図 2-10） 

推進室や土木技術系職員単位で職員点検を推進することで、コストの縮減と職員

の技術力向上を図ります。 

 

図2-10 定期点検の参考資料（国土交通省中国地方整備局） 

 

②   技術者・技能者の育成（職員、設計業者・施工業者） 

【講習会の活用】 

職員 自 らが 国 や県 が 主 催す る 橋梁 点 検 や 補 修 に関 す る講 習 会 に 参 加 する こ と で 技

術力向上を図ると共に地元業者にも同様の講習会等への積極的な参加を促し、設計・

施工品質の向上を図ります。 
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【資格取得の推進】（図2-11） 

山口県では、産官学が協働してインフラ再生技術者を育成する場として、橋梁・ト

ンネルの維持管理についての学び直しの機会として、実務に必要な知識と技術の習得

を目指した「社会基盤メンテナンスエキスパート養成講座」が 2015 年から開催され

ており、講座の受講と修了認定試験に合格することで国土交通省登録資格が得られる

仕組みとなっています。周南市では、インフラメンテナンスに携わる職員はこのよう

な資格取得による技術研鑽に努めます。（2019 年度末、4 名取得） 

 

図 2-11 メンテナンスエキスパート山口の仕組み 

 

【点検診断審査会の実施】（写真2-7） 

毎年の点検診断結果は管理者と点検者で実施する審査会の中で確定させます。審査

会を通じて技術的知見・ノウハウ、視点の共有を行うことで、暗黙知（主観的・個人

的、経験・勘、場当たり的）を形式知（客観的・組織的、マニュアル化・論理的）へ

転換させます。 

 

写真 2-7 点検診断審査会 
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【構造物の品質確保】（表2-2） 

新設構造物における初期品質の確保は維持管理に大きく影響します。このため、コ

ンクリート構造物の設計・施工時には、山口県が提唱する「コンクリート構造物品質

ガイド」等の考え方を 積極的に取り入れます 。（以下は施工にお ける一例である「施

工状況把握チェックシート」） 

 

表2-2 施工状況把握チェックシートと活用状況  
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③   新技術の活用 

インフラ⾧寿命化の需要拡大に伴い、日進月歩で新技術が開発されています。 

【調査点検における新技術の導入】（写真2-8） 

周南市では、タブレット端末を用いた点検やドローンを活用した点検等の新技術を

導入することで直営点検の合理化を図ります。 

委託点検においても、コストダウンや効率化が見込まれる点検支援技術の導入を検

討し、点検作業の効率化や費用縮減に努めます。 

  

写真2-8 新技術の導入 

【施工における新技術・新工法の導入】 

周南市では、コストダウンや効率化が見込まれる新技術・新工法に係る試験施工の

フィールド提供を行う等で、積極的活用を検討するとともに、職員の技術的知見の拡

大に努めます。 

 

④   情報の使用性向上と可視化 

【データベースの活用】（図2-12） 

周南市では、点検結果や措置履歴を記録・整理するデータベースを構築してきました。

今後はさらに各種紙媒体のデータを電子化することで、維持管理データの使用性を向上

させ、そのデータを現場で活用できる仕組みを構築していきます。 

 

図 2-12 データベースの構築 
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【補修履歴板の設置】（写真2-9） 

橋⾧15m以上の橋梁補修工事において、補修履歴板の設置を行うことで補修情報を可

視化し、現地調査・設計の効率化を図ります。 

  

写真2-9 補修履歴板と設置例 

 

【点検・措置の可視化】（別紙参照） 

定期点検結果や措置状況等をホームページ上に公表することで、事業の理解促進を図

ります。 

 

⑤   産・官・学・民の連携による協働インフラメンテナンスの推進 

【しゅうなん通報アプリ】（図2-13） 

周南市では、平成30年度より住民による道路の異状通報システム「しゅうなん通報ア

プリ」を導入しています。今後もこれらのPRや橋梁メンテナンスへの活用の有意性を市

民に発信していき、アプリ活用を推進することで維持管理の効率化を図ります。 

 

  

図2-13 しゅうなん通報アプリの仕組み  
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【橋守活動】 

周南市には、産・官・学・民の有志が連携し、簡易な点検や清掃といった「いつでも」・

「どこでも」・「誰でも」・「簡単に」日常生活の延⾧線上で取り組めるインフラメンテナ

ンス活動に取り組む任意団体（通称：橋守隊）があります。コンセプトは図2-14に示す

通りであり、行政コストを抑制しながら劣化要因の早期発見・除去や延命化を図る活動

です。（写真2-10） 

 

図2-14 橋守隊のコンセプト 

  

写真2-10 産・官・学・民が連携した清掃活動、点検活動 

周南市は、こういった団体・組織と連携し、施設管理者としてフィールドや資機材を

提供・支援することにより、協働によるインフラメンテナンスを推進し、活動の拡がり

りにも期待します。 

更に事業に対する市民の理解促進を図るため、見学会や体験イベントにより維持管理

の重要性の啓発に取り組んでいきます。（写真2-11） 
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写真2-11 市民向け現場見学会、補修体験 

 

⑥   集約化・撤去の検討 

供用開始当時に比べ利用状況が著しく減少している橋梁もあることから、⾧期的な維

持管理にかかるコストの縮減を図るため、現在の利用実態や迂回路等の状況を考慮しな

がら、橋の集約化・撤去について検討します。 

 


